
                         

           クマの朝          
紫陽花の花が咲く季節となりました。今月は経理部村上文子が担当します。 

朝起きたら急に私はクマでした。という歌い出しの「クマの朝」という歌を大学時代のバンド活動 

で作曲した方のコラムを読みました。クマの皮で出来た黒い手袋をはめた時、まるで自分がクマに

なったような気持ちになって生まれた歌とのことでした。それを読んだ時、本当に私が急にクマに

なっていたら…と想像してみました。私は私のはずなのに周りは私をクマだと思う…。ありえない 

想     想像ですけど、そうだとしたら「私」と「クマ」の境界線は表面の皮一枚…。「私」 

と思っているものは実は曖昧なものなのでは？という思いが湧いてきました。 

「クマはクマ」「人は人」で違うものだという見方。その当たり前の見え方を飛び 

越えさせる力が想像・イマジネーションにあるのではないかと感じました。もし 

かしたら～かもしれない。そのことを常に心に留め置くことは精神的な余白をつくり、少しだけ冷 

静にそして優しくなれる方法の一つかもしれません。私達はお客様のもしかしたら～すれば良くな

るかもしれないという住まいのお手伝いをこれからも続けてまいります。 

お気軽にご相談下さいませ｡ 


